
年に「温泉文化」の登録目指す
国連教育科学文化機関（ユネスコ）無形文化遺産

国
内
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
一
覧
（
カ
ッ
コ
内
は
登
録
年
）


万
筆
の
署
名
を
首
相
へ

「伝統的酒造り」

月５日に登録決定

国
内

件
目

（３） 第３２５１号第３種郵便物認可２０２５年（令和７年）１月６日（月曜日）

・能楽（年）
・人形浄瑠璃文楽（年）
・歌舞伎（伝統な演技演出様式によ
　って上演される歌舞伎）（年）

・雅楽（年）
・小千谷縮・越後上布（年）
・奥能登のあえのこと（年）
・早池峰神楽（年）
・秋保の田植踊（年）
・大日堂舞楽（年）
・題目立（年）
・アイヌ古式舞踊（年）
・組踊（年）
・結城紬（年）

・壬生の花田植（年）
・佐陀神能（年）
・那智の田楽（年）
・和食：日本人の伝統的な食文化　
　（年）

・和紙：日本の手漉和紙技術　　　
　（年）
・山・鉾・屋台行事（年）

・来訪神：仮面・仮装の神々（
　年）
・伝統建築工匠の技：木造建造物を
　受け継ぐための伝統技術（年）
・風流踊（年）
・伝統的酒造り（年）

署名を呼び掛ける協議会のポスター。掲載のＱＲコード
からも署名ができる

（
上
）
協
議
会
の
総
会
後
、

登
録
実
現
へ
気
勢
を
上
げ
る

青
柳
会
長
（
右
か
ら
３
番

目
）
、
井
上
善
博
会
長
代
行

（
同
２
番
目
、
全
旅
連
会

長
）
、
知
事
の
会
の
山
本
事

務
局
長
（
左
か
ら
３
番
目
）

ら
（
下
）
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
お

披
露
目
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で

市
川
團
十
郎
さ
ん
、
群
馬
県

の
山
本
知
事
ら

　
無
形
文
化
遺
産
は
「
芸
能

や
社
会
的
慣
習
、
伝
統
工
芸

技
術
な
ど
形
の
な
い
文
化
遺

産
」
。
同
遺
産
を
保
護
す
る

た
め
の
登
録
制
度
を
ユ
ネ
ス

コ
の
「
無
形
文
化
遺
産
保
護

条
約
」
で
設
け
て
い
る
。
同

条
約
は
２
０
０
３
年
の
ユ
ネ

ス
コ
総
会
で
採
択
さ
れ
、


年
に
発
効
。
日
本
は

年
に

世
界
３
番
目
の
締
約
国
と
な

っ
て
い
る
。

　
日
本
か
ら
の
無
形
文
化
遺

産
登
録
は
、
年
の「
能
楽
」

「
人
形
浄
瑠
璃

文
楽
」
「
歌
舞

伎
」
の
３
件
に

始
ま
り
、

年

ま
で
毎
年
、

年
か
ら
は
日

本
か
ら
の
件
数
が
多
い
こ
と

も
あ
り
申
請
が
２
年
に
１
回

の
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
お
り
、

隔
年
で
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　
直
近
の

年
は
「
伝
統
的

酒
造
り
」が
同
遺
産
に
登
録
。

国
内
で
の
登
録
件
数
は

件

と
な
っ
た
。
政
府
は
次
の
登

録
候
補
と
し
て
「
書
道
」
を

決
め
て
お
り
、
次
回
の

年

の
登
録
に
向
け
て
ユ
ネ
ス
コ

に
提
案
書
を
提
出
。
さ
ら
に

そ
の
次
の

年
に
向
け
て

は
、
観
光
業
界
が
「
温
泉
文

化
」
の
登
録
を
目
指
し
て
現

在
活
動
を
進
め
て
い
る
。
こ

の
ほ
か
前
回
「
書
道
」
と
争

っ
た
「
神
楽
」
も
同
年
の
登

録
を
目
指
し
て
い
る
。
候
補

は

年
に
政
府
に
よ
り
決
定

す
る
。

　
　
　
■
　
　
　
■

　
「
温
泉
文
化
」
の
無
形
文

化
遺
産
登
録
に
向
け
て
は
、

全
国
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生

同
業
組
合
連
合
会
（
全
旅

連
）
、
日
本
温
泉
協
会
、
日

本
旅
館
協
会
、
日
本
観
光
振

興
協
会
、日
本
旅
行
業
協
会
、

全
国
旅
行
業
協
会
な
ど
観
光

・
宿
泊
業
界
な
ど
で
組
織
す

る「『
温
泉
文
化
』ユ
ネ
ス
コ

無
形
文
化
遺
産
全
国
推
進
協

議
会
」（
青
柳
正
規
会
長
＝
多

摩
美
術
大
学
理
事
長
、
事
務

局
＝
全
旅
連
内
）
が
現
在
活

動
を
進
め
て
い
る
。
「
『
温

泉
文
化
』
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

化
遺
産
登
録
推
進
議
員
連

盟
」「
『
温
泉
文
化
』
ユ
ネ
ス

コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
を
応

援
す
る
知
事
の
会
」
と
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
現
在
進
め
て
い
る
主
な
活

動
は
、
機
運
醸
成
を
図
る
署

名
活
動
だ
。
協
議
会
は
１
０

０
万
筆
の
署
名
を
集
め
、
１

～
２
月
に
首
相
に
提
出
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
署

名
は
協
議
会
の
サ
イ
ト（htt

ps://www.onsen-culture.org
/signature/

）
上
で
行
え
る

ほ
か
、
同
サ
イ
ト
か
ら
用
紙

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
協
議

会
事
務
局
に
郵
送
す
る
こ
と

で
も
で
き
る
。

　
協
議
会
の

年
度
総
会
が

５
月

日
に
行
わ
れ
、
こ
の

席
で
同
年
度
事
業
と
し
て
署

名
活
動
の
推
進
、「
温
泉
文
化

大
使
」
の
任
命
な
ど
、
登
録

実
現
へ
機
運
醸
成
を
図
る
取

り
組
み
を
引
き
続
き
行
う
こ

と
を
決
め
た
。

　
青
柳
会
長
は

「
わ
が
国
の
温

泉
文
化
は
文
化

と
し
て
洗
練
さ
れ
、
充
実
し

た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
北

欧
の
サ
ウ
ナ
の
よ
う
に
、
文

化
と
し
て
完
成
度
の
高
い
日

本
の
温
泉
文
化
の
ユ
ネ
ス
コ

登
録
は
当
然
の
こ
と
だ
」
と

強
調
。
「
し
か
し
そ
の
た
め

に
は
全
国
か
ら
の
支
援
が
大

変
重
要
。
わ
れ
わ
れ
協
議
会

で
は
全
国
か
ら
１
０
０
万
筆

の
署
名
を
集
め
、
そ
れ
を
力

と
し
て
登
録
を
実
現
さ
せ
た

い
」と
、最
速
で

年
の
国
内

候
補
決
定
、

年
の
登
録
実

現
へ
強
い
意
欲
を
示
し
た
。

　
議
員
連
盟
の
根
本
匠
幹
事

長
（
自
民
党
衆
院
議
員
、
当

時
）
は
「
個
性
的
で
歴
史
的

価
値
が
あ
る
日
本
の
温
泉
文

化
。
年
の
登
録
を
目
指
し
、

皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
、

わ
れ
わ
れ
は
政
治
の
場
で
取

り
組
む
」
。

　
知
事
の
会
の
山
本
一
太
事

務
局
長
（
群
馬
県
知
事
）
は

「
昨
年
の
『
骨
太
の
方
針
』

（
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の

基
本
方
針
）に
温
泉
・
旅
館
が

磨
き
上
げ
る
べ
き
文
化
資
源

と
記
載
さ
れ
た
。
今
年
は
さ

ら
に
進
ん
で

年
の
ユ
ネ
ス

コ
登
録
を
目
指
す
と
明
記
し

て
も
ら
い
た
い
と
お
願
い
を

し
た
と
こ
ろ
だ
。

年
の
国

内
候
補
決
定
、

年
の
登
録

を
何
と
し
て
も
実
現
さ
せ
た

い
」と
強
い
口
調
で
語
っ
た
。

　
　
　
■
　
　
　
■

　
協
議
会
が
進
め
る
も
う
一

つ
の
主
な
事
業
は
「
温
泉
文

化
大
使
」
の
任
命
だ
。
観
光

・
宿
泊
・
温
泉
関
係
団
体
の

リ
ー
ダ
ー
ら
に
就
任
し
て
も

ら
い
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
温

泉
文
化
の
価
値
や
魅
力
を
Ｐ

Ｒ
し
て
も
ら
う
も
の
。
第
１

弾
で
協
議
会
の
青
柳
会
長
、

全
旅
連
の
井
上
善
博
会
長
ら


人
、
第
２
弾
で

人
が
就

任
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
「
温
泉
文
化
ア
ン

バ
サ
ダ
ー
」
と
し
て
、
歌
舞

伎
の
市
川
團
十
郎
さ
ん
を
任

命
。

月
７
日
、
群
馬
県
草

津
温
泉
で
お
披
露
目
式
を
行

っ
た
。

保存会の小西会長（左）と中央会の宇都宮
理事（記者発表会で）

　
「
温
泉
文
化
」
よ
り
一
足

早
く
無
形
文
化
遺
産
登
録
が

決
ま
っ
た「
伝
統
的
酒
造
り
」。

そ
の
記
者
発
表
会
が

月
５

日
、
東
京
都
内
で
開
か
れ
、

関
係
者
が
喜
び
の
声
を
上
げ

た
。

　
「
日
本
の
伝
統
的
な
こ
う

じ
菌
を
使
っ
た
酒
造
り
技
術

の
保
存
会
」
の
小
西
新
右
衛

門
会
長
は
次
の
よ
う
に
コ
メ

ン
ト
し
た
。

　
「
日
本
酒
、本
格
焼
酎
・
泡

盛
、
本
み
り
ん
を
造
る
『
伝

統
的
酒
造
り
』
は
、
日
本
の

恵
ま
れ
た
気
候
風
土
に
よ
っ

て
育
ま
れ
た
こ
う
じ
菌
を
使

う
独
特
の
技
術
で
す
。
日
本

人
は
千
年
以
上
前
か
ら
蒸
し

た
米
の
上
に
こ
う
じ
菌
を
育

て
、
こ
う
じ
菌
の
働
き
を
使

っ
て
酒
を
造
る
知
識
と
技
を

発
展
さ
せ
て
き
ま
し
た
」

　「『
伝
統
的
酒
造
り
』
に
よ

っ
て
各
地
で
醸
さ
れ
る
酒

は
、
祭
礼
、
結
婚
式
、
通
過

儀
礼
、
そ
の
他
の
社
会
文
化

的
な
機
会
に
欠
か
せ
な
い
も

の
で
す
。
先
に
無
形
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
『
能

楽
』
や
『
歌
舞
伎
』
の
中
に

も
登
場
し
、『
和
食
：
日
本
人

の
伝
統
的
食
文
化
』
と
と
も

に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
」

　
「
今
回
の
無
形
文
化
遺
産

へ
の
登
録
を
き
っ
か
け
に
、

『
伝
統
的
酒
造
り
』を
守
り
・

つ
な
ぐ
こ
と
に
つ
い
て
地
域

が
誇
り
を
も
ち
、
関
係
者
間

の
対
話
が
一
層
盛
ん
に
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

　
日
本
酒
造
組
合
中
央
会
の

宇
都
宮
仁
理
事
は
「
ユ
ネ
ス

コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
を
機

に
、
『
伝
統
的
酒
造
り
』
を

支
え
る
地
域
社
会
の
絆
、
自

然
環
境
へ
の
配
慮
、
生
活
文

化
に
お
け
る
役
割
に
改
め
て

思
い
を
致
し
、
関
係
者
と
協

力
し
て
、
国
民
の
皆
さ
ま
に

國
酒
の
魅
力
を
あ
ら
た
め
て

認
識
し
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
海
外
の
皆
さ
ま
に
一
層

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
各

種
事
業
を
国
内
外
で
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
」
と
、
同
会

の
大
倉
治
彦
会
長
の
コ
メ
ン

ト
を
代
読
し
た
。

　
観
光
業
界
は
日
本
酒
な
ど

の
蔵
元
を
訪
ね
る
「
酒
蔵
ツ

ー
リ
ズ
ム
」
を
推
進
。
今
回

の
「
伝
統
的
酒
造
り
」
の
登

録
で
、
そ
の
普
及
に
も
弾
み

が
つ
く
も
の
と
関
係
者
は
期

待
し
て
い
る
。
日
本
酒
蔵
ツ

ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
の
杉

野
正
弘
事
務
局
長
は
「
日
本

産
の
酒
に
つ
い
て
、
海
外
か

ら
の
関
心
が
高
ま
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
。
全
国
の
酒
蔵

や
、
酒
蔵
が
あ
る
地
域
へ
の

誘
客
に
も
つ
な
が
る
だ
ろ

う
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
記
者
発
表
会
で
本
紙
は

「
伝
統
的
酒
造
り
」
の
登
録

が
酒
蔵
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
与
え

る
影
響
つ
い
て
質
問
。
日
本

酒
造
組
合
中
央
会
の
宇
都
宮

理
事
は
「
酒
造
り
自
体
を
地

域
の
（
観
光
）
資
源
と
考
え

て
、
収
益
に
す
る
こ
と
は
非

常
に
重
要
。
そ
れ
は
わ
れ
わ

れ
が
ボ
ル
ド
ー
や
ブ
ル
ゴ
ー

ニ
ュ
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に

行
っ
て
も
感
じ
る
こ
と
だ
。

地
域
の
観
光
資
源
や
食
べ

物
、
器
と
組
み
合
わ
せ
る
ツ

ー
リ
ズ
ム
が
こ
れ
か
ら
の
日

本
の
（
観
光
の
）
柱
に
な
る

の
で
は
な
い
か
」と
述
べ
た
。

　
「
温
泉
文
化
」
の
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ

ス
コ
）
無
形
文
化
遺
産
登
録
を
目
指
す
観
光
業
界
。
同

遺
産
を
巡
っ
て
は

月
５
日
（
日
本
時
間
）
、
「
伝
統

的
酒
造
り
」
の
登
録
が
決
ま
り
、
国
内
で
の
登
録
件
数

が

件
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
現
在
登
録
さ
れ
て
い
る

国
内
の
無
形
文
化
遺
産
と
と
も
に
、
同
遺
産
に
関
わ
る

最
近
の
動
き
を
紹
介
す
る
。


